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                               　　　　  ま　え　が　き
�

　平成１２年度及び１３年度の２か年間にわたり、障害の重い子どもたちのコミュニケー

ションや遊び、自己表現など様々な活動面において、重度・重複障害児の周囲の人や事物

との双方向のやりとりを支援するため、個々のニーズに応じた教材の製作・開発の研究を

進めてきました。

　子どもは様々な遊びの中で主体的に自己決定しながら周囲の人やものにかかわっていく

態度、意欲を育てていきますが、重度の障害のある子どもたちは、発達の初期段階から健

康面の不安定さや、運動・移動及びコミュニケーションの制約等を抱え、生活の中で遊び

を主体的に選択し、十分にその活動を楽しみながら、遊びを発展させる機会に乏しいと言

われます。

　最近、盲・聾・養護学校においては、パソコン等の情報機器が指導に積極的に導入され

つつあります。重度・重複障害児の指導においては、その主体的な活動を引き出すために、

遊びや様々な活動場面に、身の回りにある電動の玩具や電化製品をスイッチで動かすよう

な「シンプルテクノロジー」と呼ばれる工夫された教材教具を用いたり、日常のコミュニ

ケーションにVOCA（音声出力装置）などのコミュニケーションエイドを使った指導が行

わています。

　しかし、これらのエイドを早期に利用することに対して教師の抵抗感があったり、活用

したいと思う教師や保護者にとっては、それらの教材教具についての情報の不足や、子ど

もへの適合性とその効果について実際に確認する場や機会が非常に限られているなどの制

約により、結果的にこれらの支援機器が生活の場で十分に活用されきれていないケースも

多いのが現状です。

　重度・重複障害児のための「応答する環境」を考える場合、子どもたちを取り巻く環境

の＜もの＞の応答性と共に、環境としての教師や指導員、保護者を始めとする＜ひと＞と

の相互性を併せて考える必要があります。

　本報告書は、重度・重複障害のある子どもが、「応答する環境」を通して、それぞれの

身近な環境とより深く、より広く切り結ばれ、様々な文化的実践へと乗り出すための支援

のより一層の充実を願って作成されました。

　重度・重複障害児の教育や療育に携わる多くの方に本報告書をご高覧いただき、皆様の

より良い教育実践にお役立ていただければ幸いです。また、今後の研究の進展のためにも

是非とも忌憚のないご意見・ご要望をお願いいたします。

　本研究に当たり、ご協力いただいた別記の研究協力者、研究協力機関の方々に対しまし

ては、心より感謝の意を表する次第です。
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